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国際科学技術コンテスト
伝統的酒造りの登録無形文化財への登録について
書道の登録無形文化財への登録について
歌舞伎研修生･太神楽研修生募集～国立劇場～
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日本代表選手団の活躍を後押しする
「サポート拠点」

末松文部科学大臣が就任
新文部科学副大臣、文部科学大臣政務官就任
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東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
１
年
の
開
催
延
期
を
経
て
今
夏
開
催
さ
れ
、
最
高
峰
の
ア
ス
リ
ー
ト
が
繰
り
広
げ
る
熱
戦
が
世
界
中
を
魅
了
し
ま
し
た
。

今
大
会
の
成
功
に
向
け
て
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
選
手
強
化
に
係
る
予
算
を
毎
年
拡
充
し
、
継
続
的
に
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
強
化
活
動
に
対
し
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
強
化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
研
究
等
の
拠
点
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
本
特
集
で
は
、
大
会
直
前
期
か
ら
大
会
中
の
サ
ポ
ー
ト
と
し
て
、

選
手
・
ス
タ
ッ
フ
が
競
技
へ
向
け
た
最
終
準
備
を
行
う
こ
と
を
目
的
に
選
手
村
付
近
に
設
置
し
た
「
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
競
技
大
会
で
メ
ダ
ル
獲
得
が
期
待
さ
れ
る
競
技
を
対
象

と
し
て
、
多
方
面
か
ら
専
門
的
か
つ
高
度
な
支
援
を
戦
略

的
・
包
括
的
に
行
う
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
サ
ポ
ー
ト

事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
取
組
の
一
つ
と
し

て
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
2
0
1
2
年
）
か
ら
設

置
し
て
い
る
「
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」
に
つ
い
て
東
京

2
0
2
0
大
会
で
の
設
置
状
況
等
を
紹
介
し
ま
す
。

考
え
方
が
2
0
0
0
年
代
に
入
り
広
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、
い
ち
早
く
選
手
村
の

外
に
拠
点
を
設
置
し
ま
し
た
。
以
降
、
イ
ギ
リ
ス
な
ど
ス

ポ
ー
ツ
強
豪
国
が
続
々
と
設
置
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
日
本
は
2
0
1
0
年
の
広
州
ア
ジ
ア
競
技
大
会
で
ト

ラ
イ
ア
ル
と
し
て
初
め
て
設
置
し
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
（
2
0
1
2
年
）、
ソ
チ
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
2
0
1
4
年
）、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
2
0
1
6
年
）、
平
昌
冬
季
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
2
0
1
8
年
）
な
ど
で
設

置
し
て
き
ま
し
た
。

東
京
2
0
2
0
大
会
で
は
、
選
手
村
付
近
に
サ
ポ
ー
ト

拠
点
を
２
か
所
設
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
自
国
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
ふ
だ
ん
ア
ス
リ
ー
ト
の
活
動
拠
点
と
な
っ
て

サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ

ッ
ク
競
技
大
会
な
ど
の
国
際
総
合
競
技
大
会
に
お
い
て
、

ア
ス
リ
ー
ト
、
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
が
競
技
へ
向
け
た
最

終
準
備
を
行
う
た
め
、「
選
手
村
」付
近
の
施
設
を
活
用
し
、

医
・
科
学
、
情
報
等
に
基
づ
く
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
を
提
供
す
る
施
設

で
す
。

選
手
村
で
も
そ
の
よ
う
な
機
能
は
概
ね
備
わ
っ
て
い
ま

す
が
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
よ
り
高
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発

揮
す
る
た
め
に
は
、
さ
ら
に
充
実
し
た
環
境
が
必
要
と
の

サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
は
何
か
？

日
本
代
表
選
手
団
の
活
躍
を
後
押
し
す
る
「
サ
ポ
ー
ト
拠
点
」

～
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
等
に
向
け
た
国
際
競
技
力
の
向
上
の
支
援
に
つ
い
て
～

特 集
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ス
ト
レ
ン
グ
ス
か
ら
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
ま
で
様
々

な
用
途
に
対
応
し
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
環
境
を
提
供
。

マ
ッ
サ
ー
ジ
ベ
ッ
ド
や
各
種
物
理
療
法
機
器
を
設
置

し
、
施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
を
提
供
。

H
P
S
C
の
専
門
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
施
術
に
加
え
、
日
本

代
表
選
手
団
に
帯
同
す
る
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
利
用
す
る
こ

と
も
可
能
。
温
水
と
冷
水
に
よ
る
交
代
浴
や
炭
酸
泉
も
設

置
。

 

選
手
に
と
っ
て
安
心
・
安
全
で
、
か
つ
効
率
的
・
効
果

的
に
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
・
リ
カ
バ
リ
ー
へ
繋
げ
る
た

め
の
補
食
及
び
栄
養
情
報
を
提
供
。

個
室
ブ
ー
ス
を
用
意
し
、
対
面
又
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
心
理
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
。
心
理
サ
ポ
ー
ト
が
行
わ
れ
て

い
な
い
時
は
コ
ン
セ
ン
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

利
用
す
る
こ
と
も
可
能
。

い
る
東
京
都
北
区
西
が
丘
に
あ
る
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ

ン
タ
ー
（
J
I
S
S
）
や
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
（
N
T
C
）
の
機
能
を
一
体
的
に
捉
え
た
ハ
イ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
（
H
P
S
C
）
を
最

大
限
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
各
施
設
の
サ
ポ
ー
ト
機
能

の
効
果
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
、
ア
ス
リ
ー
ト
が
よ

り
充
実
し
た
環
境
で
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
を
調
整
し
競
技
に

臨
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
拠
点
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
か
ら
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
・
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
委
託
さ
れ
た
独
立
行
政
法
人

日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
（
J
S
C
）
が
設
置
・
運

営
し
ま
し
た
。
開
設
期
間
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間

［
2
0
2
1
年
７
月
13
日
（
火
）
〜
８
月
８
日
（
日
）］、

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
［
2
0
2
1
年
８
月
17
日
（
火
）

〜
９
月
５
日
（
日
）］。
利
用
対
象
者
は
、
日
本
代
表
選
手

団
の
選
手
、
コ
ー
チ
、
ス
タ
ッ
フ
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
拠
点

で
は
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
及
び
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
た
上
で
運
営
さ
れ

ま
し
た
。

サ
ポ
ー
ト
拠
点
に
お
け
る
主
な
サ
ポ
ー
ト
内
容
は
以
下

の
と
お
り
で
す
。

サポート拠点のセラピースペース
（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

サポート拠点のトレーニングスペース
（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

東
京
２
０
２
０
大
会
の

サ
ポ
ー
ト
拠
点
で
は
ど
の
よ
う
な

こ
と
が
で
き
る
の
か
？

ト
レ
ー
ニ
ン
グ

心
理

栄
養

セ
ラ
ピ
ー

日本代表選手団の活躍を後押しする「サポート拠点」特集
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化
の
ほ
か
、
障
害
に
応
じ
た
ア
ス
リ
ー
ト
へ
の
声
掛
け
や

引
率
方
法
な
ど
を
ス
タ
ッ
フ
に
レ
ク
チ
ャ
ー
す
る
こ
と

で
、
パ
ラ
ア
ス
リ
ー
ト
で
も
利
用
し
や
す
い
工
夫
を
施
し

て
い
ま
し
た
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
開
設
中
、
ピ
ー
ク
時
で
、
サ
ポ
ー

ト
拠
点
①
は
延
べ
1
8
4
名
／
日
、
サ
ポ
ー
ト
拠
点
②
は

延
べ
55
名
／
日
が
利
用
し
ま
し
た
。
一
方
、
パ
ラ
リ
ン
ピ

サ
ポ
ー
ト
内
容
は
、
過
去
ど
の
大
会
で
も
同
様
の
サ
ポ

ー
ト
を
提
供
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
利
用
者
か
ら
の

要
望
や
サ
ポ
ー
ト
拠
点
と
な
る
物
件
の
特
性
な
ど
を
考
慮

し
な
が
ら
、
大
会
毎
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
映
像
分
析
や
食
事
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

は
サ
ポ
ー
ト
拠
点
で
提
供
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
東
京

2
0
2
0
大
会
で
は
H
P
S
C
に
お
い
て
提
供
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
他
の
サ
ポ
ー
ト
機
能
と
し
て
、
ラ
ン
ド
リ
ー
や
リ

ラ
ッ
ク
ス
ス
ペ
ー
ス
も
提
供
し
ま
し
た
。
選
手
村
に
も
そ

の
よ
う
な
機
能
は
あ
り
ま
す
が
、
日
本
代
表
選
手
団
だ
け

で
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
選
手
か
ら
も
好
評

で
し
た
。

東
京
2
0
2
0
大
会
は
、
こ
れ
ま
で
の
大
会
と
違
い
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
た
め
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
や

H
P
S
C
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
大
会
組
織
委
員
会
の
プ
レ

イ
ブ
ッ
ク
な
ど
を
踏
ま
え
た
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
て
運

営
さ
れ
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
感
染
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
作
成
、ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
た
消
毒
・
検
温
・

換
気
な
ど
の
実
施
、
ス
タ
ッ
フ
の
検
査
・
関
係
機
関
と
の

連
絡
体
制
の
構
築
、
動
線
整
備
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
ア
ス
リ
ー
ト
ら
は
安
心
・
安
全
に
施
設
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
サ
ポ
ー
ト
機
能
に
つ
い
て
、
基
本
的
に
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
も
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
も
同
じ
仕
様
で
す
が
、
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
利
用
時
に
は
、
車
い
す
対
応
と
し
て
ス
ロ
ー

プ
の
設
置
や
バ
ス
タ
ブ
を
連
結
さ
せ
る
こ
と
で
交
代
浴
を

利
用
し
や
す
く
す
る
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

東
京
２
０
２
０
大
会
で
の

サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
利
用
状
況
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
？

サポート拠点のサポート機能
（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

サポート拠点の車いす対応の様子
（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

サポート拠点の交代浴
（写真提供：独立行政法人日本スポーツ振興センター）

日本代表選手団の活躍を後押しする「サポート拠点」 特集
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ッ
ク
で
の
開
設
中
、
ピ
ー
ク
時
で
、
サ
ポ
ー
ト
拠
点
①
は

延
べ
1
3
5
名
／
日
、
サ
ポ
ー
ト
拠
点
②
は
延
べ
48
名
／

日
が
利
用
し
ま
し
た
。

な
お
、
H
P
S
C
に
つ
い
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
期
間
で

の
ピ
ー
ク
時
は
延
べ
1
4
2
7
名
／
日
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
期
間
で
の
ピ
ー
ク
時
は
延
べ
1
2
3
0
名
／
日
が
利
用

し
ま
し
た
。

競
技
へ
向
け
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
や
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
の
た
め
の
利
用
だ
け
で
な
く
、
競
技
終
了
後
の
リ
カ
バ

リ
ー
で
も
利
用
さ
れ
る
機
会
も
多
い
状
況
で
し
た
。

ま
た
、
サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
利
用
者
か
ら
は
以
下
の
よ
う

な
声
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
施
設
を
利
用
し
て
万
全
な
状

態
で
練
習
や
試
合
が
で
き
、
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
が
で
き

た
（
卓
球
・
選
手
）」、「
時
間
外
の
対
応
を
し
て
も
ら
い
、

い
い
準
備
が
で
き
た（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
コ
ー
チ
）」、「
選

手
村
に
な
か
っ
た
経
口
補
水
液
が
あ
っ
た
の
で
助
か
っ
た

（
栄
養
サ
ポ
ー
ト
利
用
ア
ス
リ
ー
ト
）」

●
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
「
物
理
療
法
機
器
が
一
式
そ

ろ
っ
て
お
り
、
帯
同
し
て
い
る
ト
レ
ー
ナ
ー
が
利
用
し
た

こ
と
の
な
い
機
器
に
関
し
て
、
ス
タ
ッ
フ
が
サ
ポ
ー
ト
し

て
く
れ
る
の
は
よ
か
っ
た
（
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
・
ト
レ
ー

ナ
ー
）」、「
脱
衣
所
や
ト
イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
ル
ー
ム
の
ス

ペ
ー
ス
が
広
く
、
車
い
す
選
手
は
使
い
や
す
か
っ
た
（
車

い
す
テ
ニ
ス
・
コ
ー
チ
）」

東
京
2
0
2
0
大
会
で
の
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
は
じ

め
、
近
年
の
国
際
総
合
競
技
大
会
で
、
数
多
く
の
日
本
代

表
選
手
団
が
活
躍
を
み
せ
て
く
れ
て
い
る
の
は
、

H
P
S
C
は
も
と
よ
り
サ
ポ
ー
ト
拠
点
に
よ
る
支
援
が
、

競
技
へ
向
け
た
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
の
維
持
・
向
上
に
大
き

く
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後
も
東
京

2
0
2
0
大
会
等
に
お
け
る
素
晴
ら
し
い
成
績
が
一
過
性

の
も
の
で
終
わ
ら
な
い
よ
う
、
サ
ポ
ー
ト
拠
点
の
支
援
を

含
む
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
し
っ
か
り
検
証
し
、
必
要
に
応

じ
て
見
直
し
を
行
い
な
が
ら
、
日
本
の
今
後
の
競
技
力
向

上
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
と
め

日本代表選手団の活躍を後押しする「サポート拠点」特集



国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

文
部
科
学
省
科
学
技
術
・
学
術
政
策
局
人
材
政
策
課

9
月
28
日
、2
0
2
1
年
の
各
国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
に
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
た
生
徒
た
ち
が

文
部
科
学
省
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む
）。

国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
と
は
、「
科
学
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
」
や
「
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
」

な
ど
の
、
高
校
生
を
対
象
と
し
た
国
際
大
会
で
す
。
科
学

技
術
分
野
で
、
知
識
の
み
で
な
く
問
題
解
決
能
力
、
課
題

探
求
能
力
を
競
い
ま
す
。

文
部
科
学
省
で
は
、
国
立
研
究
開
発
法
人
科
学
技
術
振

興
機
構
（
以
下
、「
J
S
T
」
と
い
う
）
を
通
じ
て
、
国

際
的
な
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
（
以
下
、「
コ
ン
テ
ス
ト
」

と
い
う
）
に
参
加
す
る
生
徒
等
を
支
援
す
る
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

現
在
支
援
し
て
い
る
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
教
科
・
科
目

に
対
応
し
た
七
つ
の
「
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」（
数
学
、

化
学
、
生
物
学
、
物
理
、
情
報
、
地
学
、
地
理
）
と
、
個

人
又
は
チ
ー
ム
で
研
究
成
果
を
競
い
合
う
課
題
系
コ
ン
テ

ス
ト
（
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
）
が

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
各
コ
ン
テ
ス
ト
は
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま

し
た
。日
本
か
ら
は
七
つ
の
教
科
系
コ
ン
テ
ス
ト
に
31
名
、

リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
に
14
組
27

名
、
の
べ
58
名
の
代
表
生
徒
が
出
場
し
ま
し
た
。

教
科
系
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、全
員
が
メ
ダ
ル
を
獲
得（
金

メ
ダ
ル
・
金
メ
ダ
ル
相
当
７
名
、
銀
メ
ダ
ル
・
銀
メ
ダ
ル

相
当
14
名
、
銅
メ
ダ
ル
・
銅
メ
ダ
ル
相
当
10
名
）
し
、
リ

ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
で
は
優
秀
賞
３

等
（
１
組
１
名
）、
優
秀
賞
４
等
（
１
組
３
名
）、
特
別
賞

（
５
組
11
名
）
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
と
は

あ
り
ま
す
。

各
コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
国
内
委
員
会
等
が
実
施
す
る
２

～
３
段
階
の
国
内
選
抜
、
合
宿
を
含
む
研
修
や
教
科
指
導

を
経
て
、
日
本
代
表
生
徒
が
選
抜
さ
れ
ま
す
。
選
抜
さ
れ

た
日
本
代
表
生
徒
は
各
国
際
大
会
に
派
遣
さ
れ
ま
す
。

例
年
、
国
際
大
会
で
は
、
各
国
の
代
表
が
一
堂
に
会
し
、

そ
の
実
力
を
競
う
と
と
も
に
交
流
を
深
め
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
こ
こ
２
年
に
あ
っ
て
は
、
主
に
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

教
科
系
コ
ン
テ
ス
ト
の
成
績
優
秀
者
に
は
金
メ
ダ
ル

（
参
加
者
の
約
１
割
）、
銀
メ
ダ
ル
（
参
加
者
の
約
２
割
）、

銅
メ
ダ
ル
（
参
加
者
の
約
３
割
）
等
が
授
与
さ
れ
、
リ
ジ

ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技
術
フ
ェ
ア
で
は
、
研
究
分
野

別
に
設
定
さ
れ
た
21
の
部
門
ご
と
に
、
１
等
か
ら
４
等
ま

で
の
優
秀
賞
が
選
出
さ
れ
ま
す
。
日
本
代
表
生
徒
は
日
頃

の
成
果
を
十
分
に
発
揮
し
、
毎
年
多
く
の
生
徒
が
メ
ダ
ル

や
優
秀
賞
を
獲
得
し
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト

の
成
績
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文
部
科
学
省
で
は
、
コ
ン
テ
ス
ト
で
特
に
優
秀
な
成
績

を
お
さ
め
た
者
等
に
対
し
、そ
の
功
績
と
栄
誉
を
た
た
え
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
昨
年

度
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受

け
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
さ
れ
る
コ
ン
テ
ス
ト
の
日

本
代
表
に
選
ば
れ
た
生
徒
等
に
対
し
、
日
頃
の
努
力
の
成

果
を
顕
彰
す
る
た
め
、
文
部
科
学
大
臣
特
別
賞
を
授
与
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
今
年
度
は
教
科
系
コ
ン
テ
ス
ト
で
メ
ダ

ル
を
獲
得
し
た
31
名
と
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技

術
フ
ェ
ア
で
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
２
組
４
名
が
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
、
リ
ジ
ェ
ネ
ロ
ン
国
際
学
生
科
学
技

術
フ
ェ
ア
に
出
場
し
た
12
組
23
名
が
文
部
科
学
大
臣
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

９
月
28
日
、
各
受
賞
者
が
文
部
科
学
省
を
訪
問
さ
れ
ま

し
た
（
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
含
む
）。
生
徒
た
ち
は
萩
生
田

大
臣
（
当
時
）
か
ら
文
部
科
学
大
臣
表
彰
及
び
文
部
科
学

大
臣
特
別
賞
を
授
与
さ
れ
た
の
ち
、
三
谷
政
務
官
（
当
時
）

と
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
た
め
に
努

力
し
た
成
果
が
出
て
う
れ
し
か
っ
た
」、「
コ
ロ
ナ
禍
で
も

大
会
を
開
催
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
て
い
る
」な
ど
、

大
会
出
場
に
関
す
る
感
想
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

萩
生
田
大
臣
か
ら
は
「
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
興
味
の

あ
る
こ
と
を
探
求
す
る
姿
勢
を
大
切
に
し
て
取
り
組
ん
で

い
っ
て
く
だ
さ
い
」、
さ
ら
に
三
谷
政
務
官
か
ら
は
「
皆

さ
ん
の
人
生
は
多
く
の
可
能
性
に
満
ち
て
い
る
の
で
、
今

後
も
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
、
各
々
生
徒
た
ち
を
激
励

い
た
し
ま
し
た
。

今
年
は
、
国
際
化
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
（
大
阪
）

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
日
本
主
催
の
オ
ン
ラ
イ
ン
大

会
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
で
の
開
催
は

2
0
1
0
年
に
続
い
て
２
回
目
で
し
た
。

85
の
国
や
地
域
か
ら
3
1
2
名
の
生
徒
が
参
加
し
た
今

年
は
、
試
験
の
ほ
か
、
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
世
界

最
大
規
模
の
放
射
光
施
設SPring-8

へ
の
V
R
（
バ
ー

チ
ャ
ル
リ
ア
リ
テ
ィ
）
訪
問
や
、
日
本
文
化
に
親
し
ん
で

も
ら
う
た
め
奈
良
、
大
阪
、
京
都
の
紹
介
な
ど
の
国
際
交

流
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
2
0
2
3
年
に
は
国
際
数
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

国
際
物
理
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
日
本
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

す
。
多
く
の
若
い
才
能
を
応
援
す
る
機
運
が
高
ま
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

各
国
際
科
学
技
術
コ
ン
テ
ス
ト
は
科
学
が
大
好
き
な
皆

さ
ん
の
挑
戦
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
同
年
代
の
仲
間
た

ち
と
競
い
合
い
、
ふ
れ
あ
い
な
が
ら
科
学
の
楽
し
さ
と
面

白
さ
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
各
コ
ン
テ
ス
ト
の
最
新

情
報
は
J
S
T
の
H
P
に
て
御
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
挑
戦
す
る
若
い
才
能
を
応
援
い
た
だ
け
る
皆
さ

ま
に
も
、
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
コ
ン

テ
ス
ト
ご
と
に
御
寄
付
や
協
賛
の
お
願
い
を
し
て
お
り
ま

す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
J
S
T
の
H
P
か
ら
各
コ
ン
テ

ス
ト
の
ペ
ー
ジ
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

国
際
大
会
の
日
本
開
催

お
知
ら
せ

文
部
科
学
大
臣
表
彰
及
び

文
部
科
学
大
臣
特
別
賞
の
授
与

https://w
w
w
.jst.

go.jp/cpse/contest/

リジェネロン記念写真

国際科学技術コンテスト
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化学オリンピック記念写真

物理オリンピック記念写真

地理オリンピック記念写真

数学オリンピック記念写真

生物学オリンピック記念写真

情報オリンピック記念写真

国際科学技術コンテスト
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生徒に質問する三谷政務官

生徒による成果発表

地学オリンピック記念写真萩生田大臣挨拶

三谷政務官の質問に答える生徒

国際科学技術コンテスト
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伝
統
的
酒
造
り
の
登
録
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
に
つ
い
て

文
化
庁
参
事
官（
食
文
化
担
当
）

令
和
３
年
10
月
15
日
、伝
統
的
酒
造
り（
保
持
団
体
：
日
本
の
伝
統
的
な
こ
う
じ
菌
を
使
っ
た
酒
造
り
技
術
の
保
存
会
）を

登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
す
べ
き
と
の
答
申
が
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

我
が
国
に
固
有
の
酒
に
は
、
日
本
酒
を
は
じ
め
と
し
て

焼
酎
、
泡
盛
、
み
り
ん
が
あ
り
、
こ
れ
ら
は
世
界
的
に
み

て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
製
法
に
よ
っ
て
造
ら
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
日
本
酒
は
最
大
で
約
20
％
の
ア
ル
コ
ー
ル
分

を
含
み
ま
す
が
、
同
じ
醸
造
酒
に
分
類
さ
れ
る
ワ
イ
ン
で

は
約
15
％
と
な
っ
て
お
り
（
注
①
）、
こ
の
こ
と
か
ら
も
わ

か
る
よ
う
に
、
高
い
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
実
現
で
き
る
日

本
の
酒
の
製
法
は
、
世
界
的
に
見
て
も
傑
出
し
た
存
在
と

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、
並
行
複
発
酵
と
呼
ば
れ

る
独
自
の
発
酵
法
を
基
盤
と
し
て
い
る
こ
と
に
よ
り
ま

す
。そ
し
て
こ
の
発
酵
を
支
え
て
い
る
の
が
こ
う
じ
で
す
。

食
の
世
界
で
は
、
米
や
麦
等
に
こ
う
じ
菌
を
繁
殖
さ
せ
た

も
の
を
、
こ
う
じ
と
呼
ん
で
き
ま
し
た
。
漢
字
で
は
麹
や

糀
と
書
き
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
酒
税
法
に
な
ら
っ
て
平
仮

名
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

こうじ造りに使う道具

こうじ室（こうじを育成するため断熱性を高めた部屋）

一
、
日
本
の
酒

（
注
①
）
こ
れ
に
対
し
て
焼
酎
や
ウ
イ
ス
キ
ー
等
は
蒸
留
酒
に
分

類
さ
れ
る
。
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ち
な
み
に
並
行
複
発
酵
と
は
、
こ
う
じ
の
力
で
原
料
の

デ
ン
プ
ン
を
糖
に
分
解
す
る
過
程
と
、
酵
母
の
力
で
ア
ル

コ
ー
ル
を
生
成
す
る
過
程
を
、
並
行
し
て
行
う
発
酵
様
式

の
こ
と
で
あ
り
、
ワ
イ
ン
（
単
発
酵
）
及
び
ビ
ー
ル
（
単

行
複
発
酵
）
と
異
な
っ
て
、
発
酵
の
進
行
を
高
度
に
調
整

す
る
能
力
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

酒
の
造
り
手
で
あ
る
杜と

う
じ氏

や
蔵
人
た
ち
は
、
近
代
科
学

が
成
立
・
普
及
す
る
以
前
の
時
代
に
、
経
験
の
蓄
積
に
よ

っ
て
酒
造
り
の
製
法
を
探
り
出
し
、
巧
緻
な
手
作
業
の
わ

ざ
と
し
て
築
き
上
げ
て
き
ま
し
た
。

酒
は
、
日
本
の
食
文
化
の
歴
史
に
お
い
て
、
最
も
古
く

か
ら
定
着
し
て
い
る
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、例
え
ば『
古

事
記
』
に
は
、「
八や

ま
た俣

の
大お

ろ
ち蛇

」
を
退
治
す
る
た
め
に

「
八や

し
ほ
を

塩
折
り
の
酒
」
を
造
っ
て
飲
ま
せ
た
話
が
描
か
れ
て

い
ま
す
。
技
術
的
な
観
点
か
ら
は
、
奈
良
時
代
の
『
播
磨

国
風
土
記
』
に
も
注
目
し
て
お
き
た
い
と
こ
ろ
で
す
。
同

書
に
は
、
神
に
供
え
た
蒸
米
に
生
え
た
カ
ビ
を
用
い
て
酒

を
醸か

も

し
た
話
が
登
場
し
て
お
り
、
当
時
か
ら
カ
ビ
の
生
え

た
米
（
＝
こ
う
じ
の
原
型
）
を
用
い
た
酒
造
り
の
な
さ
れ

て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

平
安
時
代
の
国
家
制
度
を
知
る
こ
と
の
で
き
る

『
延え

ん
ぎ
し
き

喜
式
』
に
よ
れ
ば
、
宮
中
で
造
ら
れ
る
酒
に
は
白し

ろ
き酒

、

黒く
ろ
き酒

を
始
め
と
し
て
13
種
類
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。
こ

こ
に
は
、
原
料
と
し
て
水
の
代
わ
り
に
（
お
そ
ら
く
薄
い
）

酒
を
用
い
た
酒
造
り
や
、
こ
う
じ
で
は
な
く
小こ

む
ぎ
も
や
し

麦
萌
（
＝

麦
芽
）
を
用
い
る
造
り
方
も
書
か
れ
て
お
り
、
現
代
で
は

用
い
ら
れ
て
い
な
い
多
様
な
製
法
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
平
安
時
代
初
期
に
お
け
る
酒
造
り
は
、
朝
廷
の

役
所
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
造
酒
司
」（
み
き
の
つ
か
さ
・

さ
け
の
つ
か
さ
）
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
わ
ざ
は
、
技
術
者
の
流
出
に
よ
っ
て
や
が
て
民
間
へ

と
広
ま
っ
て
い
き
、
市
中
の
造
り
酒
屋
や
、
大
き
な
権
力

を
も
っ
た
寺
院
で
も
酒
が
造
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

鎌
倉
時
代
の
造
り
酒
屋
に
は
資
本
力
が
あ
り
、
土ど

そ
う倉

と
い

っ
て
金
融
業
者
を
兼
ね
る
こ
と
も
多
く
、
京
都
に
は
多
く

の
土
倉
が
存
在
し
て
い
ま
し
た
。

室
町
時
代
に
入
る
と
、
近
畿
地
方
の
大
寺
院
で
造
ら
れ

た
酒
が
、
僧そ

う
ぼ
う
し
ゅ

坊
酒
と
呼
ば
れ
て
高
く
評
価
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
奈
良
の
興
福
寺
塔
頭
や
菩
提
山
正
暦
寺
、
大

阪
の
天
野
山
金
剛
寺
、
滋
賀
の
百ひ

ゃ
く
さ
い
じ

済
寺
な
ど
は
そ
の
代
表

格
で
す
。

さ
ら
に
、
酒
造
り
の
方
法
に
も
大
き
な
特
徴
が
生
ま
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
は
段
仕
込
み
と
呼
ば
れ
る
方

式
（
現
在
は
原
料
を
３
回
に
分
け
て
投
入
す
る
三
段
仕
込

み
）
が
定
着
す
る
な
ど
、
我
が
国
特
有
の
バ
ラ
こ
う
じ
を

用
い
た
製
法
が
確
立
す
る
こ
と
で
す
（
こ
れ
に
対
し
、
中

国
等
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
う
じ
は
、
餅
状
や
レ
ン
ガ
状

に
し
た
原
料
に
、
日
本
と
は
種
類
の
異
な
る
菌
を
繁
殖
さ

せ
た
も
の
で
あ
り
、
餅
こ
う
じ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
）。

こ
れ
に
よ
っ
て
現
代
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
製
法
の
基
礎

が
固
ま
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
精
白
し
た
米
を

用
い
た
諸も

ろ
は
く白

と
呼
ば
れ
る
高
品
質
の
酒
も
広
が
っ
て
い

き
、
乳
酸
菌
等
の
微
生
物
を
利
用
し
て
有
用
な
酵
母
の
増

殖
を
図
る
製
法
（
＝
「
菩ぼ

だ
い
せ
ん

提
泉
」）
も
誕
生
し
ま
す
。

中
で
も
特
筆
す
べ
き
は
、
火
入
れ
殺
菌
の
登
場
で
し
ょ

う
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
L
・
パ
ス
ツ
ー
ル
が
19
世
紀
に
低

温
殺
菌
法
を
発
見
す
る
の
で
す
が
、
日
本
の
酒
造
り
で
は

こ
れ
と
類
似
し
た
手
法
を
16
世
紀
に
す
で
に
編
み
出
し
て

お
り
、
酒
の
保
存
性
を
高
め
る
た
め
に
利
用
し
て
い
た
の

で
す
（『
御
酒
之
日
記
』）。

海
外
よ
り
蒸
留
器
が
伝
来
し
、
発
酵
を
終
え
た
も
ろ
み

（
注
②
）
を
蒸
留
す
る
こ
と
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
度
数
を
さ
ら

に
高
め
た
酒
（
焼
酎
・
泡
盛
）
を
製
造
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
っ
た
の
も
こ
の
時
代
で
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
室

町
時
代
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
酒
造
り
に
お
い
て
、
わ
ざ

の
原
型
が
成
立
し
た
時
期
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
ま
す
。

二
、
酒
造
り
の
歴
史

（
注
②
）
米
等
の
原
料
を
溶
か
し
込
ん
だ
流
動
状
の
も
の
。

『日本山海名産圖會』（1799 年）にみるこうじ造り
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江
戸
時
代
に
な
る
と
、
幕
府
は
米
の
需
給
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
米
を
原
料
と
す
る
酒
造
り
に
対
し
て
統
制
を
か

け
、
新
米
の
出
回
る
時
期
（
秋
の
彼
岸
頃
）
に
お
け
る
新

酒
造
り
を
禁
止
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
冬
期
の
製
法
で

あ
る
寒
造
り
へ
の
集
中
が
進
み
、
農
閑
期
の
出
稼
ぎ
者
等

を
担
い
手
と
す
る
杜
氏
制
度
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

技
術
面
で
は
、
江
戸
時
代
前
期
に
現
在
と
ほ
ぼ
同
じ
こ

う
じ
造
り
の
作
業
体
系
に
到
達
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
っ

て
お
り
（『
童
蒙
酒
造
記
』）、
後
期
に
は
仕
込
み
の
配
合

も
現
在
の
内
容
に
近
く
な
り
、
酒
質
は
甘
口
か
ら
辛
口
に

変
わ
っ
て
い
っ
た
と
推
察
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
方
で
、
甘

さ
を
追
求
し
た
酒
で
あ
る
み
り
ん
も
江
戸
時
代
を
通
じ
て

誕
生
・
普
及
し
、
飲
用
に
加
え
、
調
味
料
（
例
え
ば
う
な

ぎ
の
蒲
焼
き
用
）
と
し
て
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。明

治
時
代
に
入
り
ま
す
と
酒
造
り
の
近
代
化
と
大
型
化

が
進
み
、
そ
れ
ま
で
手
作
業
で
行
っ
て
い
た
製
法
に
機
械

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
昭
和
初
期
の
堅た

て
が
た型

精

米
機
の
登
場
は
、
高
度
な
精
米
を
可
能
と
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
原
料
の
吸
水
作
業
の
重
要
性
を
高
め
、
手
作
業
で
行

う
細
や
か
な
水
分
調
整
の
わ
ざ
を
生
み
出
す
こ
と
に
繋
が

り
ま
し
た
。

古
代
に
端
を
発
す
る
日
本
の
酒
造
り
の
わ
ざ
は
、
長
年

の
歴
史
的
発
展
に
よ
っ
て
技
巧
性
が
高
め
ら
れ
、
そ
れ
に

伴
っ
て
酒
の
品
質
も
向
上
を
遂
げ
て
き
た
の
で
す
。

酒
を
造
る
工
程
は
複
雑
で
あ
り
、
酒
の
種
類
に
よ
っ
て

も
異
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
今
回
の
文
化
財
登
録
で

は
、
酒
造
り
の
共
通
基
盤
で
あ
り
、
か
つ
、
最
も
重
要
な

工
程
で
あ
る
こ
う
じ
造
り
を
中
心
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま

す
。
わ
ざ
の
要
件
は
３
点
か
ら
な
り
、
い
ず
れ
も
手
作
業

に
よ
る
も
の
を
原
則
と
し
て
い
ま
す
。

ま
ず
１
点
目
は
原
料
処
理
に
つ
い
て
で
す
。
こ
こ
で
は

水
分
調
整
と
蒸
す
作
業
を
経
て
、
酒
造
り
に
適
し
た
状
態

に
原
料
を
整
え
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
日
本
酒

の
場
合
、
ス
ト
ッ
プ
ウ
ォ
ッ
チ
で
時
間
を
計
り
な
が
ら
原

料
の
吸
水
量
を
調
節
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

２
点
目
は
こ
う
じ
造
り
で
す
。
こ
こ
で
は
米
ま
た
は
麦

に
、
酒
造
り
で
伝
統
的
に
用
い
ら
れ
て
き
た
こ
う
じ
菌
を

繁
殖
さ
せ
る
こ
と
、
及
び
、
木
蓋
・
木
箱
（
も
し
く
は
こ

れ
に
準
じ
た
機
能
を
も
つ
器
具
）
を
使
っ
て
作
業
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
木
蓋
等
を
用
い
た
作
業
で
は
、

繊
細
な
わ
ざ
に
よ
っ
て
製
造
途
中
の
こ
う
じ
の
温
度
や
湿

度
を
調
整
す
る
た
め
、
高
度
な
技
量
が
要
求
さ
れ
る
こ
と

と
な
り
、
酒
造
り
の
核
心
的
な
わ
ざ
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
じ
菌
等
の
様
子
を
観
察
し
な
が
ら
次
の
作

『日本山海名産圖會』（1799 年）にみる酒の仕込み

こうじ造り

三
、
伝
統
的
酒
造
り
の
わ
ざ

伝統的酒造りの登録無形文化財への登録について
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業
へ
と
移
る
タ
イ
ミ
ン
グ
を
見
極
め
る
こ
と
も
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

３
点
目
は
も
ろ
み
の
発
酵
管
理
で
す
。
も
ろ
み
の
状
態

を
見
極
め
な
が
ら
、
並
行
複
発
酵
を
適
切
に
進
め
、
目
的

と
す
る
酒
の
味
や
香
り
等
を
、
水
以
外
の
物
品
の
力
を
借

り
る
こ
と
な
く
実
現
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
に
伝
統
的
酒
造
り
の
わ
ざ
は
、
古
代
か
ら

連
綿
と
続
く
歴
史
を
も
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
培
わ
れ
た
高

度
な
わ
ざ
は
、
現
代
に
お
い
て
も
し
っ
か
り
と
受
け
継
が

れ
て
い
ま
す
。
み
な
さ
ん
も
食
文
化
に
秘
め
ら
れ
た
素
晴

ら
し
い
わ
ざ
に
目
を
向
け
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

こうじ造りで用いる木蓋（きぶた）

もろみの撹拌作業

伝統的酒造りの登録無形文化財への登録について
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書
道
の
登
録
無
形
文
化
財
へ
の
登
録
に
つ
い
て文

化
庁
参
事
官（
文
化
創
造
担
当
）

令
和
３
年
10
月
15
日
、「
書
道
」を
登
録
無
形
文
化
財
と
し
て
登
録
す
る
答
申
が
文
化
審
議
会
か
ら
文
部
科
学
大
臣
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

書
道
が
登
録
無
形
文
化
財
に
な
っ
た
意
味
や
書
道
の
歴
史
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

登
録
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
書
道

は
、
毛
筆
を
用
い
て
言
語
を
表
記
す
る
表
現
行
為
の
こ
と

で
あ
り
、
漢
字
、
仮
名
、
漢
字
仮
名
交
じ
り
に
よ
る
表
現

の
ほ
か
、
篆て

ん
こ
く刻

も
含
ま
れ
ま
す
。

書
道
で
は
、「
文ぶ

ん
ぼ
う
し
ほ
う

房
四
宝
」
と
称
さ
れ
る
筆
、
墨
、
硯す

ず
り

、

紙
を
は
じ
め
、
多
様
な
用
具
用
材
を
用
い
て
表
現
が
行
わ

れ
ま
す
。
そ
の
表
現
に
当
た
っ
て
は
、
優
れ
た
書
を
手
本

と
し
て
「
書し

ょ
ほ
う法

」
と
総
称
さ
れ
る
様
々
な
技
法
の
習
得
が

行
わ
れ
、
そ
れ
ら
の
技
法
の
追
究
と
応
用
に
よ
っ
て
、
高

度
に
美
的
な
表
現
が
生
み
出
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
登
録
は
、
伝
統
的
な
書
法
に
よ
る
表
現
を
対
象

と
し
て
、
こ
れ
ら
の
わ
ざ
を
未
来
に
向
け
て
保
存
・
継
承

し
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。
そ
し
て
、
登
録

無
形
文
化
財
の
書
道
の
わ
ざ
を
保
持
す
る
団
体
と
し
て

今
年
６
月
、
文
化
財
保
護
法
が
改
正
さ
れ
、
新
し
く
無

形
文
化
財
の
登
録
と
い
う
制
度
が
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
無
形
文
化
財
に
は
、
重
要
無
形
文
化
財
と
し

て
指
定
さ
れ
る
「
芸
能
」
と
「
工
芸
技
術
」
の
二
つ
の
分

野
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
の
多
様

性
に
照
ら
せ
ば
、
芸
能
や
工
芸
技
術
以
外
の
活
動
に
も
目

を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
平
成

29
年
、
文
化
庁
に
「
地
域
文
化
創
生
本
部
」
が
発
足
し
た

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
文
化
芸
術
基
本
法
の
第
12
条
に
あ

る
「
生
活
文
化
」、
す
な
わ
ち
、
茶
道
、
華
道
、
書
道
、

食
文
化
そ
の
他
の
生
活
に
係
る
文
化
に
つ
い
て
、
そ
の
現

状
把
握
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
調

査
研
究
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
生
活
文
化
を
無
形

文
化
財
の
新
た
な
分
野
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

ま
た
、
芸
能
、
工
芸
技
術
や
生
活
文
化
に
関
す
る
様
々

な
活
動
は
、
近
年
の
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
に
よ
る
担
い

手
不
足
に
加
え
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
て
、
活
動
の
中
止
や
規
模
縮
小
な

ど
、
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
で
、
無

形
文
化
財
の
保
存
と
活
用
を
一
層
進
め
る
た
め
、
文
化
財

保
護
法
に
よ
る
保
護
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
、「
指
定
」

に
加
え
て
、
新
た
に
「
登
録
」
の
制
度
を
創
設
し
た
の
で

す
。そ

の
上
で
、登
録
無
形
文
化
財
の
分
野
と
し
て
、「
芸
能
」

と
「
工
芸
技
術
」
に
加
え
て
、「
生
活
文
化
」
を
新
設
し
、

そ
の
登
録
基
準
を
設
け
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
生
活
文

化
が
初
め
て
文
化
財
と
し
て
登
録
の
対
象
と
な
り
ま
し

た
。

一
、
登
録
無
形
文
化
財
に
つ
い
て

二
、
登
録
無
形
文
化
財
の
「
書
道
」

　
　
に
つ
い
て
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「
日
本
書
道
文
化
協
会
」
が
認
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
協
会
は
、
従
来
の
書
道
団
体
の
枠
組
み
を
超

え
て
、
伝
統
的
な
書
道
の
技
を
保
存
し
、
次
世
代
へ
継
承

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

書
道
に
関
し
、
ど
の
よ
う
な
わ
ざ
が
伝
統
的
に
継
承
さ

れ
て
き
た
か
、
そ
の
歴
史
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
我
が

国
の
書
道
は
、
漢
字
の
伝
来
以
来
、
中
国
の
優
れ
た
書
か

ら
書
法
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
技
法
を
工
夫
し
て
い
く

こ
と
で
、
次
第
に
我
が
国
特
有
の
表
現
を
構
築
し
て
い
き

ま
し
た
。

平
安
中
期
以
降
に
は
、
中
国
に
な
い
「
和わ

よ
う様

」
と
称
さ

れ
る
書
風
が
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
。
三さ

ん
せ
き跡

の
一
人
で
あ
る

藤ふ
じ
わ
ら
の
こ
う
ぜ
い

原
行
成
の
書
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
ふ
く
よ
か
な
線
と

丸
み
を
帯
び
た
文
字
の
表
現
に
、
和
様
の
特
徴
を
見
て
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
２
）

ま
た
こ
の
時
代
に
は
、
和
歌
文
化
の
隆
盛
に
伴
っ
て
、

仮
名
の
書
が
発
展
し
ま
し
た
。
仮
名
の
書
で
は
、
散
ら
し

三
、
書
道
の
歴
史
に
つ
い
て

図 1　仮名書の制作

図２　藤
ふじわらのこうぜい

原行成筆「白
はくし し か ん

氏詩巻」（東京国立博物館所蔵）　出典：国立文化財機構所蔵品統合検索システム（https://colbase.nich.go.jp/）

図３　伝小
おのの

野道
とうふう

風筆「継
つぎしきし

色紙」（東京国立博物館所蔵）
出典：国立文化財機構所蔵品統合検索システム（https://colbase.nich.go.jp/）
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近
代
に
な
る
と
、
西
洋
と
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
く
中

で
、
書
道
は
美
術
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
、
書
作
品
の
発

表
の
場
を
、
博
覧
会
の
会
場
や
後
の
時
代
に
は
美
術
館
等

の
会
場
の
壁
面
に
求
め
て
い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

明
治
10
年
（
1
8
7
7
）
に
は
、
東
京
の
上
野
公
園
で

「
第
一
回
内
国
勧
業
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
、
絵
画
や
工
芸
品
と
並
ん
で
、
平
仮
名
と
漢
字
の

書
も
展
示
さ
れ
ま
し
た
。（
図
５
）

そ
の
後
、
美
術
館
や
博
物
館
が
各
地
に
開
設
さ
れ
て
い

書
き
や
、
漢
字
の
手
法
を
発
展
さ
せ
た
連
綿
の
技
法
に
よ

り
、
装
飾
料
紙
等
に
特
有
の
表
現
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。（
図
３
）

こ
う
し
て
、
歌
集
や
物
語
等
の
優
れ
た
書
が
生
み
出
さ

れ
、
こ
れ
ら
は
、
後
の
時
代
に
「
名め

い
ひ
つ筆

」
と
し
て
重
視
さ

れ
ま
し
た
。
優
れ
た
書
は
、
内
容
そ
の
も
の
が
尊
ば
れ
写

本
が
作
ら
れ
た
の
は
も
ち
ろ
ん
、
文
字
や
書
法
を
学
ぶ
た

め
の
手
本
と
し
て
、
ま
た
、
鑑
賞
の
対
象
と
し
て
尊
重
さ

れ
ま
し
た
。
室
町
時
代
以
降
、
茶
の
湯
の
興
り
と
と
も
に
、

名
筆
の
断
簡
が
掛
軸
と
し
て
仕
立
て
ら
れ
、「
墨ぼ

く
せ
き跡

」
と

呼
ば
れ
る
禅
僧
の
書
と
同
様
に
、
茶
事
や
茶
会
に
好
ん
で

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
り
ま
し
た
。

時
代
が
下
が
っ
て
、
江
戸
時
代
に
入
る
と
、
和
様
の
書

の
伝
統
的
な
書
法
を
継
承
す
る
書
流
の
一
つ
と
し
て

御お
い
え
り
ゅ
う

家
流
が
浸
透
し
ま
す
。
そ
し
て
、
文
字
を
学
ぶ
た
め
の

簡
便
な
書
物
が
流
通
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
れ
ら
を
手
本

と
し
て
文
字
の
書
き
方
を
学
ぶ
「
手
習
い
」
が
普
及
し
ま

し
た
。

ま
た
、
こ
の
時
代
は
、
書
に
精
通
し
た
僧
侶
や
公く

げ家
が

活
躍
し
、
漢
字
や
仮
名
の
新
し
い
表
現
も
生
み
出
さ
れ
ま

し
た
。
例
え
ば
、
真
言
宗
の
僧
侶
で
あ
っ
た
松し

ょ
う
か
ど
う

花
堂

昭し
ょ
う
じ
ょ
う

乗
は
、
書
流
の
一
つ
青し

ょ
う
れ
ん
い
ん
り
ゅ
う

蓮
院
流
か
ら
和
様
の
書
風
を

体
得
し
、
藤ふ

じ
わ
ら
の
さ
だ
い
え

原
定
家
等
の
名
筆
か
ら
も
書
法
等
を
学
び
、

独
自
の
書
風
を
築
い
た
人
物
で
、
後
世
に
は
「
寛
永
の

三さ
ん
ぴ
つ筆

」
の
一
人
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
松
花
堂
昭
乗

と
並
ん
で
寛
永
の
三
筆
と
数
え
ら
れ
る
近こ

の
え衛

信の
ぶ
た
だ尹

や

本ほ
ん
あ
み

阿
弥
光こ

う
え
つ悦

も
、
新
し
い
表
現
を
生
み
出
し
た
能の

う
ひ
つ筆

と
し

て
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
図
４
）

こ
の
よ
う
な
能
筆
が
活
躍
し
て
い
た
ほ
か
、
文ぶ

ん
じ
ん人

と
呼

ば
れ
る
人
々
の
活
動
の
広
が
り
に
よ
っ
て
、
篆
刻
の
制
作

や
鑑
賞
も
次
第
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

く
と
、
次
第
に
こ
れ
ら
を
展
覧
会
場
と
し
た
書
の
展
覧

が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
現
在
の
よ
う
な
壁
面
に
書

作
品
を
展
示
す
る
方
式
が
一
般
化
し
ま
し
た
。

ま
た
、
書
家
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
た
書
道
団
体
が
、

書
道
の
営
み
を
担
う
中
心
的
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な

り
、
展
覧
会
の
開
催
な
ど
の
事
業
を
行
う
よ
う
に
な
っ

図４　松
しょうかどう

花堂昭
しょうじょう

乗筆「三
さんじゅうろっかせんじょう

十六歌仙帖」（東京国立博物館所蔵）
出典：国立文化財機構所蔵品統合検索システム（https://colbase.nich.go.jp/）

図５　内国勧業博覧会美術館之図　出典：国立国会図書館デジタルコレクション（https://dl.ndl.go.jp/）
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て
い
き
ま
し
た
。

近
代
に
形
成
さ
れ
た
書
作
品
の
展
示
・
鑑
賞
の
方
法
や
、

書
道
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
書
道
の
営
み
を
担
う
形
は
、

現
代
に
引
き
継
が
れ
、
書
道
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
公
募

方
式
の
書
の
展
覧
会
が
頻
繁
に
開
催
さ
れ
、
書
道
の
伝
統

的
な
書
法
が
維
持
・
継
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

以
上
を
ま
と
め
る
と
、
書
道
は
、
初
め
は
中
国
書
法
か

ら
技
法
を
吸
収
・
消
化
し
、
次
第
に
技
法
を
工
夫
し
て
い

き
な
が
ら
、我
が
国
特
有
の
表
現
を
構
築
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
背
景
に
は
、
優
れ
た
書
を
手
本
と
し
て
文
字
や
書
法

の
学
習
を
行
う
「
手
習
い
」
の
実
践
と
、
優
れ
た
書
を
鑑

賞
す
る
い
わ
ゆ
る
「
目
習
い
」
が
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
時
代
が
下
る
と
、
書
道
が
広
く
生
活
の

中
に
受
容
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。
こ
う
し
た
点
に
書
道
の

歴
史
的
な
意
義
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

ま
た
、
現
代
に
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
我
が
国
特
有
の

表
現
に
は
、
優
れ
た
書
を
範
と
し
て
育
ま
れ
て
き
た
美
意

識
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在
も
、

高
度
に
美
的
な
書
の
表
現
が
追
求
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
点
に
、
書
道
の
芸
術
上
の
価
値
の
高
さ
が
あ
り
ま

す
。書

道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
身
近
な
存
在
と
思
わ
れ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
令
和
２
年
に
文
化
庁
が
実
施
し

た
調
査
に
よ
る
と
、
生
活
様
式
の
変
化
等
に
よ
り
、
私
た

ち
の
身
近
な
暮
ら
し
の
中
で
、
毛
筆
で
文
字
を
書
く
機
会

は
極
め
て
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
書
の
鑑
賞
経

験
も
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
書
道
団
体
も
、
こ
の
よ
う

な
状
況
を
踏
ま
え
て
、
書
道
へ
の
関
心
を
高
め
、
身
近
な

も
の
と
な
る
よ
う
な
仕
掛
け
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。今

回
、
登
録
無
形
文
化
財
と
し
て
登
録
さ
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
と
し
て
、
書
道
の
伝
統
的
な
わ
ざ
の
保
存
と
次

世
代
へ
の
継
承
に
関
す
る
活
動
が
、
書
道
界
全
体
の
取
組

と
し
て
一
層
進
ん
で
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

む
す
び
に

書道の登録無形文化財への登録について
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歌舞伎研修生 ･太神楽研修生募集
～国立劇場～

文化庁企画調整課

歌舞伎俳優の実技研修

独立行政法人日本芸術文化振興会　国立劇場では、伝統芸能の伝承者養成のため、歌舞伎俳優、歌舞伎
音楽（竹本・鳴物・長唄）、大衆芸能（太神楽）について、令和４年度の研修生を募集しています。

伝統芸能は、無形の技であり、人から人へと伝承

されるものです。そのため、独立行政法人日本芸術

文化振興会では、国立劇場設立当初から、伝統芸能

を長期的な視点に立って保存振興し、伝承者を安定

的に確保するため、伝統芸能伝承者の養成事業に取

り組んできました。

歌舞伎については歌舞伎俳優及び歌舞伎音楽（竹

本、鳴物、長唄）、文楽については太夫、三味線及

び人形、大衆芸能については寄席囃子及び太神楽、

能楽についてはワキ方、囃子方及び狂言方、組踊に

ついては立方及び地方の伝承者について、各分野の

実情を踏まえながら養成しています。

養成研修は、伝統芸能の実演家が講師として実技

指導するほか、講義や発表会等のカリキュラムを組

み、２～６年をかけて行われます。研修修了者は、

舞台出演の経験を重ね、伝統芸能の保存及び振興に

大きな役割を果たしています。

伝統芸能の次代を担う伝承者を
実践的カリキュラムで養成

〇�現在、令和４年度に開講する下記の研修について、

研修生を募集しています。

（1）第 27期歌舞伎俳優研修

（２）第 25期歌舞伎音楽（竹本）研修

（３）第 18期歌舞伎音楽（鳴物）研修

（４）第 9期歌舞伎音楽（長唄）研修

（５）第 8期大衆芸能（太神楽）研修
研修期間

　歌舞伎俳優・歌舞伎音楽（竹本・鳴物）

　令和４年４月から令和６年３月まで

　歌舞伎音楽（長唄）・大衆芸能（太神楽）

　令和４年４月から令和７年３月まで
受講料

無料
応募締切

　令和４年１月31日（月）必着
お問合せ

応募資格、選考方法等、詳細については下記のＵＲＬ

を御参照ください。

https://www.ntj.jac.go.jp/

training/trainee.html

令和４年度の研修生を募集
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令和３年10月４日に発足した岸田内閣において、末松信介文部科学大臣が就任いたしました。
末松信介大臣・池田佳隆副大臣・田中英之副大臣・鰐淵洋子大臣政務官・高橋はるみ大臣政務官、
新体制で文部科学行政を進めていきます！

令和３年10月７日、政務三役及び省内幹部職員との記念撮影を行いました。

末松文部科学大臣が就任
新文部科学副大臣、文部科学大臣政務官就任

▍記念撮影

大臣、両副大臣、両大臣政務官を囲む省内幹部職員及び大臣秘書官 (記念撮影時のみマスクを外しております )

左から：鰐淵大臣政務官・池田副大臣・末松大臣・田中副大臣・高橋大臣政務官 (記念撮影時のみマスクを外しております )

20 No.263    OCTOBER 2021



文部科学広報　令和 3年 10月号　No.263

（発行・著作）
文部科学省大臣官房総務課広報室
〒 100–8959 東京都千代田区霞が関 3–2–2
TEL：03–5253–4111（代表）
URL：https://www.mext.go.jp/ 
E-mail：mextjnal@mext.go.jp




